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『大学の組織運営改革と教職員の在り方に関する研究 最終報告書』 

正誤表 

（2016 年 10 月現在） 

 

○181 ページ（下から３行目） 

【誤】 92.8% 

【正】 50.0% 

 

○181 ページ（下から１行目） 

【誤】 ，「ｊ．硬直的な教員人事を流動化できる」（50.0%） 

【正】 （削除） 

 

○182 ページ（図 14－４） 

【誤】 
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ｂ．新しい教育プログラム

を作りやすい

ｌ．改革を加速するために

は、大胆な組織改革が必要

ｄ．学際・融合分野の教育

が充実する

ｅ．多様な授業科目が開設

できる

ｈ．全学（共通）教育の担

当教員が確保できる

ｊ．硬直的な教員人事を流

動化できる

ａ．新しい研究組織を作り

やすい

ｃ．不要になった教育プロ

グラムを廃止しやすい

ｉ．重要な業務に、特定の

教員を配置しやすくなる

ｆ．授業科目を精選しやす

い

ｇ．「学位プログラム」中

心の体制を作りやすい

ｋ．人員削減に対応しやす

い

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
 

図 14－４ 「教教分離」型の改組の実施目的（国立のみ）（n=42） 
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【正】 
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ｂ．新しい教育プログラム

を作りやすい

ｌ．改革を加速するために

は、大胆な組織改革が必要

ｄ．学際・融合分野の教育

が充実する

ｅ．多様な授業科目が開設

できる

ｈ．全学（共通）教育の担

当教員が確保できる

ｊ．硬直的な教員人事を流

動化できる

ａ．新しい研究組織を作り

やすい

ｃ．不要になった教育プロ

グラムを廃止しやすい

ｉ．重要な業務に、特定の

教員を配置しやすくなる

ｆ．授業科目を精選しやす

い

ｇ．「学位プログラム」中

心の体制を作りやすい

ｋ．人員削減に対応しやす

い

あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない 無回答
 

図 14－４ 「教教分離」型の改組の実施目的（国立のみ）（n=42） 

 

○185 ページ（下から９行目） 

【誤】 ，「硬直的な教員人事を流動化できる」 

【正】 （削除） 

 

以上，お詫びして訂正いたします。 

 


